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匝瑳市学校給食センター

卒業や進級など節目を迎える時期となりました。給食は、「心と体の栄養になるように」「おい

しく安心して食べられるように」など、たくさんの思いをこめて作っています。今月は給食時間

をおいしく楽しく過ごせるよう協力してくれている方々を紹介します。

今年度の給食もあと少しで終わりです。残りの給食をしっかり食べて、元気に学校生活を

送ってほしいと思います。

テキパキと作業される給食委員さん達に話を聞きました。

「最初は、色々な確認があって片づけの作業を難しいかもと思っていましたが、続けていくうち

になれてきて、今では完食しているのを見ると嬉しく感じます。」（委員長：佐藤美桜さん）

「学校生活は長いと思っていてもアッという間だったと感じています。みなさん、今のうちに給

食もたくさん食べておくべきです！！」（副委員長：熊坂葵さん）

２人ともキラキラ笑顔で、充実感とみなさんへの想いを伝えてくれました。ありがとうございました。

共興小 椿海小

二中

今年度、給食委員さんは、『そうさの逸品サポーター』として、掲示物作成をはじめ、各学校で色々な食育活動を

してくれました。普段の後片付け作業以外にも、活躍する委員さん達の姿を紹介します。

共興小では、毎日完食調べを行っ

ています。クラスごとに一品完食し

たら色シール、給食全部完食した

ら金シールを表に貼ります。

決められた回数完食すると、給食委員会

からクラスへ「給食完食賞」の賞状が送ら

れます♪

椿海小では、給食委員が全て

の教室へ行き、標語カードを

使って「正しい食生活」につい

て呼びかけ活動を行いました。

給食委員会のほか、読書週間に

は図書委員から、給食週間には

放送委員から紹介がされるなど、

みんなで食育活動に協力してく

れました。

今日の

おはなし給食は…

今日から

給食週間です

片側通行にして、ぶつからないようにしているね！

【牛乳の飲み残し調査】

飲み終わった牛乳を教室でコン

パクトにまとめて持ってくるよ！

【食べのこし・食具とり忘れ確認】

委員長・副委員

長のクラスへお

じゃましました。

昨年１１月にさつまいもを寄付していただいた「のさかチューリップ祭り実行委員会」よりお知らせです。

４月７日（日）のさか花の広場で≪チューリップ祭り≫が開催されます。

遊べるコーナーも企画中なので、お楽しみに♪・・・さつまいもの後はチューリップ！

動きが早すぎるので、手を止めて

見せてもらいました・・・

さすが中学生！片づけがスムーズに行

われるよう工夫がされています。

先生みたい★

クラス名が掲げられて

カッコイイ！！

・・・なんの模様？

全部の食缶が空っぽ！

食べるときは静か！

昨年、SDGsの学習をした後、

自分達に何ができるかを考

え、食品ロスを減らす取り組

みを続けているそうです。

よ～く見ると、

空になった食

缶の写真が

いっぱい！！

前日に、全員で完食を目指す料理を

決めて、完食を目指しています。空に

した食缶を写真に撮りためたものがた

くさん！

みなさんが毎日食べている給食は、色々な人がかかわりながら作られています。人気メニューの

麺は、旭市にある『伊藤製麺所』で作られ、学校へ配達されています。長年、学校給食に尽力してい

ただいている麺屋さんに、給食の麺ができるまでを紹介してもらいました。

伊藤製麺所が、人材不足などの影響により、今年度限りで学校給食事業から撤退することとなりました。学校

給食は、衛生面、安全面にとても配慮が必要となり、今までと同様の衛生基準で提供できる製麺業者が見つから

ないことから、匝瑳市でも、温度管理が必要な個包装麺の提供を終了することになります。

最後の麺料理もおいしくいただきましょうね。 アレ？

素敵な笑顔は誰？

お話しを聞いているお友達も

静かに聞けていますね。

小麦粉などの材料を

大きな筒のような機械

で混ぜます。

麺の生地をローラー

つきの機械でうす～く

伸ばしていきます。

のばした生地は

一度ねかせます。

ロールがいっぱい

ねかせた生地をさらにの

ばして、のばして・・・

カットした麺をお湯に

投入！

ゆであがった麺は冷

水で冷やされ、１人

分に包装されます。

重さをチェック

袋詰めされた麺をライトにあ

てて異物等ないか確認し、

冷蔵保管します。

保管されていた麺

を蒸気で加熱殺

菌します。

クラスごと、重さごとに、

容器へ入れて学校へ

届けます。

保温保冷容器のお

かげで冬は暖かく、

夏は冷えたまま、お

いしくいただくことがで

きました♪

【１日目】

【２日目】

子ども達に

地元のもの

を味わって

ほしいです。

麺の形や太さを変える、材

料に米粉を配合する等、給

食をおいしく食べてもらうた

め、長年、協力していただき

ました。

社長の伊藤さん

お知らせ


